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目的 

イセエビ幼生を効率的に安定して飼育し，種苗（稚

エビ）の量産に結びつけることを目的として，イセエ

ビ幼生の成長，生残の改善，飼育システムの改良，疾

病防止に関する技術開発を行う。 

 

1. 餌料中 DHA がイセエビ幼生の体成分に与える影響 

方法 

 後期幼生（日令 198）を用い，アルテミア単独給餌

区とアルテミアとムラサキイガイの生殖腺（以下イガ

イ）の併用給餌区を設け，58 日間飼育を行って DHA

含量の比較を行った。なお，本研究および次項目 2，3

については（独）水産総合研究センター養殖研究所と

の共同研究として行った。 

 

結果および考察 

イガイの DHA 含量はアルテミアの 173 倍と非常に

豊富であった（図 1）。これらを餌料として与えたイセ

エビ幼生の DHA 含量は併用給餌区で単独給餌区の 2.2

倍となり（図 2），イガイは DHA の蓄積に有効に働い

ていることが明らかとなった。 
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図 1. アルテミアおよびイガイの DHA 含量 
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図 2. アルテミア単独およびイガイとの併用給餌によ

って 58 日間飼育したイセエビ幼生の DHA 含量 

 

2. イセエビ幼生のふ化に伴う脂肪酸組成変化 

方法 

三重県水産研究所にてふ化直後から育成し，親エビ

となって抱卵したイセエビ（以下，人工親），および志

摩市地先にて特別採捕により捕獲された抱卵イセエビ

（以下，天然親）を用いて，ふ化直前およびふ化直後

の脂肪酸組成を調べた。また，これとは別の天然親を

用いてふ化 6 日前からの脂肪酸組成変化を調べた。 

 

結果および考察 

脂肪酸の組成は人工親，天然親双方の卵およびふ化

幼生でおおむね同様であったが，DHA（C22:6 n-3）割

合は人工親の卵・幼生ともに天然のものよりも顕著に

高かった（図 3）。この原因として，人工親へはムラサ

キイガイを豊富に給餌していたことが，卵および幼生

の DHA 割合の上昇につながったのではないかと考えら

れた。天然卵のふ化 6 日前からふ化までの EPA（C20:5 

n-3）および DHA の経日的な変化を図 4 に示す。EPA は

ふ化が近づくにつれ，段階的に上昇したのに対し，DHA

はふ化まではほぼ一定で，ふ化にともなって上昇が認

められた。以上のことから，EPA，DHA はふ化の際にそ

れぞれ異なる変化をすることが明らかとなった。 
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図 3. ふ化にともなう脂肪酸割合(％)の変化 
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図4. ふ化前後の EPAおよび DHA割合(％)の経日変化 

. 1)天然親・人工親それぞれの初期幼生絶食耐性 

の含有割合に差が認められた天然親および人

工
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方法 

DHA

親エビから得られたふ化幼生をそれぞれ 10 個体ず

つ 500ml ガラスボールに収容し，毎日換水のみを行っ
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